
        
 
                                 
 
 

 入学してきたばかりの１年生に、手取り足

取り丁寧に教えていた姿が印象的な６年生

が、３月２１日（木）、卒業の日を迎えました。 

 最高学年になりたてだった春、登校班では、

慣れない１年生に優しく声を掛け、休み時間

には１年生も仲間に入れてサッカーをしたり、

一緒に鬼ごっこをしたりして遊びました。１年

生が相手だと（実力の差があって）、自分が

楽しめないことも多いだろうに偉いなぁと

いつも感心しました。下学年に優しさを振り

まいた最高学年です。 

地域の先輩から与えてもらったものも多く

あります。角山伝統のローラースケート、角

山だからこそ経験できる田植えや稲刈りの

農業体験、ジャンボリミッキーを踊った振興

祭りなど、地域の先輩の力添えがあってのこ

とです。仲間、努力、角山の人と自然。この６

年間で得た経験は、卒業生のこれからの 

人生を豊かにしてくれる、かけがえのない財産となることでしょう。 

 卒業生一人一人は各々よさや強みをもっています。下級生の面倒見がよく、誰とでも

仲良くしようとできる井口唯香さん、こだわりをもって熱中して取り組むことができる

石原琥成さん、自分で考えて計画的に丁寧に取り組める浮田 零さん、「人のために」と

思って最後まで責任もって行動できる岡 玄士さん、自分の目標に向けて頑張れる 

木庭央裕さんは、多少自信なく思えても果敢に挑戦する勇気の持ち主でもあります。 

林原愛哩さんは、たとえ一人でも目標達成までやり切る根気強さをもっています。サッ

カーだけでなく多くの場面でアシスト上手な三木兎真さんは小さい子にも優しいです。 

これら一人一人のよさや強みは各々のよさや強みというだけでなく、全員にとって

も必要なことで、多かれ少なかれ全員がもっているよさや強みだったりもします。それ

は、仲間として一緒に過ごし、共に学ぶ過程で広がり浸透したからで、よき仲間に恵ま

れたということです。よき仲間との経験をいかして中学校生活でも頑張ってほしいです。 
 
 
 

２月の話になるのですが、造形砂場の真ん中に突如として大きな穴が現れました。家

庭用のバスタブ２つ分程の大きな穴で、深さも底のコンクリート地がむき出しになるほ
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どでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

低学年を中心に興味をもった児童がドンド

ン参加していき、人数がドンドン増えました。

目的は各々違って「地面の反対側に穴を通し

たい」という子もいれば、「基地を作る」という

子もいれば、「よく分かんないけど面白い」と

いう子もいて様々でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「生産性もなく、単純な作業に、よく熱中でき

るなぁ」と眺めていると、穴の中に出入りしや

すいよう階段を作る子が出てきました。一方

で、「私、外をする～」といって、穴の外に無造

作に掘り出した砂を運んだり、ならしたりする

子が出てきました。 

「もっと便利にしたい」「もっときれいにした

い」…と望みや必要性が生まれると目的も明

確になり、協力したり分業したりして、より積

極的な活動になります。 

遊びの中に、生産や改善、協調や分業、成功、

達成感、目標設定など多くの学ぶべきことが

隠れています。中でもいろいろなことへの「や

ってみたい」「できるようになりたい」につな

がる成功経験を大切にしたいと考えます。 

毎月第３日曜日は 
「家庭の日」です。 

家族そろって夕食をとりましょう。 
（県青少年育成県民会議） 


